
 

 

 ９月１１日（水）西門司小学校にて第二回学校運営協議会を行いました。 

今回は「校区で議論（熟議）しましょう」というテーマのもと、校区内の様々な役割を

担っている委員の方々からご意見を伺いました。 

話し合いでは、「失敗にもめげずに挑戦する子どもの育成」「小中高でイベントや交流

ができないか」「地域行事の精選と学校との関わり」「先生方の業務改善、働き方改革を

受けて、地域でできることはないか」などの意見がありました。また、校区の学校に期待す

ることや地域と協働できることとして、伝統文化の再確認、地域の担い手、防災・防犯、

不登校、PTA 活動、ネットトラブル等課題は多岐にわたりました。緑中校区の地域の皆

さんの地域愛に圧倒される思いでした。学校の取組や事情を一方的に説明する会ではなく、双方向の意見交流は、地域総がかりで子供

たちを育む体制を作り、後世に残る学校になることが期待できます。今後も信頼できる大人と関わる機会をたくさん作り、子供たちの自己

肯定感や主体性、多様性、協働性を身に付ける機会を設けるという確認をして会は終了しました。 

 

 

９月１８日～１９日に中間考査がありまし

た。夏休みが終わり、３年生にとっては徐々に進

路が気になってきました。1,2年生は部活動や習

い事との両立が課題ですが、しっかりと計画を立

てて準備ができたでしょうか。当日の生徒の皆さ

んは、真剣に取り組むことができていました。廊下

の荷物にも表れていました。 

 

 

 

１０月１日（火）から２泊３日で、「楽学両道 ～Let‘ｓ make memories with best friends」のスローガンのもと、２年生が

修学旅行で関西方面へ行きました。少し残暑が残る秋晴れの心地よい気候に恵まれ、予定通りのスケジュールで進みました。集団でスロ

ーガンを達成するためには、実行委員を中心に、部屋長、保健係などの生徒が自分の役割を果たすことの大切さを確認できたと思います。

事後の振り返りには、「大阪城では外国の人の多さにびっくりした。」、「日本の文化の良さを感じた、もっと知りたいし伝えられるようになりた

い」、「班別研修で安全にホテルまで帰れてよかった」などがありました。思い出に残る修学旅行になったと思います。２年生には、今後の学

校生活での活躍を期待しています。 
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